
 

 

 

 

 

※この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しております。 

ご挨拶 

                                        会長 東海林千八子 

 常日頃、田麦野地域社会福祉協議会の諸行事につきましては、格別のご理解とご

協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 上半期の活動状況を「福祉だより」に取りまとめましたのでご一読いただければ幸い

です。今後とも福祉事業に対し、ご意見 ご相談をお寄せいただきながら、より良い福

祉協議会にしてまいりたいと存じます。 

 

活  動  状  況 
 

１ いきいきサロン（かさまつ大学） 
６５歳以上の高齢者を対象に、毎年かさまつ大学を開講（年６回の講座） 

上半期は３回の講座を実施しました。 

（１）開講式（詐欺に合わないための講座・安全安心についての講座）：４月２３日（火） 

開講式終了後、消費生活センター及び山口駐在さんより生活していくなかで身近

に起きている犯罪等の事例を紹介していただきました。高齢者が多いなかで電話の

対応として録音できる留守番電話を設置し、音声として残す。携帯電話への悪質な情

報、対応に注意する。アポ電詐欺、メール・ハガキによる架空請求などこうした事案が

ありましたら周りのに相談して下さい。 

 

 
 

 

 

 

 

 

福祉だより（令和６年度上半期） 

田麦野地域社会福祉協議会 



（２）ふれあい講座（オカリナ演奏）：７月９日（火） 

普段オカリナの演奏を聞くことができないなか、オカリナサークル「風」さんをお迎え 

し、日本四季のメドレーや唱歌など懐かしい曲に聞きほれ、また演奏に合わせ３曲 

 ほど皆で歌ったりと楽しい時間を過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ふれあい講座（出前コンサート）：９月１０日（火） 

会員から好評である出前コンサート、懐かしいレコードサロンのジャッキー菅野さ

ん、 

ハリー青木さんに準備していただき、懐かしい昭和の名曲から１３曲のリクエストをして

いただくとともにその曲のエピソード等、青木さんによる美空ひばりの物まねでの曲紹

介会場は大拍手、そして大笑いと曲が流れれば手拍子や足でリズムをとったりと思い

思いに聞きほれました。 

  また、豪華賞品を目当てにイントロクイズ５曲においては、曲が流れた早々に曲名

を当てるなど、歌詞は出てくるが曲名がなかなか出ないなど懐かしい曲に耳を傾けて

おりました。最後に全員で歌を歌い楽しいひとときを過ごしました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ 地域カフェ（スリッパ卓球すみれ会） 

明るい「さとやま」に会場を移し、新たな会員とともに汗を流し休憩時間には美味し 

 いお茶菓子を食べながら談笑と楽しい時間を過ごしております。 

毎週水曜日に実施しているスリッパ卓球「継続は力なり」と言いますが、会場に足を 

ぶたび、個々の練度が上がっているようです。練習成果をレクリェーション大会で！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 琥珀３B（３B体操） 

当地区の指導者でもあり、また山形県支部員である菅原さんは各地区で指導者 

を実施するなど、１０月２０日（日）は「全国交流 in福岡」には指導者として参加予定 

 また、１１月２４日（日）は「やまがた３B 体操交流会」に向け会員は練習に励んでおり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 施設研修（つるかめの縁及びディフィットたび空）：７月９日（火） 

  当地域の福祉協議会役員及び民生員の７名で、市内にある「特別養護老人ホー 

 ムつるかめの縁」「ディフィットたび空」の施設を実施しました。 

 年々新たな介護が進むなかこれほどまでに環境整備が進んでいる施設に驚いて 

おります。いい環境のなか安心して預けられる施設があることを再認識しました。 

 



 

５ 楽しい３B体操 ９月２４日（火） 
社会福祉協議会主催にて、３B体操の指導者である菅原さんを迎え役員をはじめ 

地区の女性の方々とともに「楽しい３B体操」を開催しました。 

 なかなか思いどおりの動きができないなか、徐々に身体も温まり動きもスムーズに 

いい運動になったようでした。最後は、お茶会をしながら感想等を伺うなど貴重な体 

験を過ごすことが出来ました。参加者から定期的に実施したい旨もあり、運動不足の 

方は一度見学なさってはいかがですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 一人暮らしの高齢者及び要援護世帯宅訪問 
本年度新たな役員が加わり、一人暮らし高齢者及び要援護世帯宅訪問するにあ 

 たり、各担当者は訪問宅の確認及びこれまでの現状等を把握し、６月にそれぞれの 

 担当が訪れ、困りごと等を確認し今後の対応をどのようにするか意見交換を実施し 

 ました。 

 

７ 今後の事業活動予定 
（１）いきいきサロン（かさまつ大学）、地域カフェ（スリッパ卓球すみれ会）、琥珀３B 

 体操それぞれの計画にて実施 

（２）健康料理教室 

（３）一人暮らし及び要援護支援世帯訪問 

（４）一人暮らし及び要援護支援世帯訪問の除雪支援活動 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 


